
災害時における指定緊急避難場所および指定避難所としての使用に関する協定書 

 

久喜市と株式会社 C Cube Create は、災害発生時もしくは災害発生のおそれがあ

るときに（以下「災害発生時等」という。）株式会社 C Cube Create の所有する施設

を、災害対策基本法第４９条の４の規定による指定緊急避難場所および災害対策基本

法第４９条の７の規定による指定避難所（以下「避難施設」という。）として使用する

ことに関し、次のとおり協定を締結する。 

 

（目的） 

第１条 災害発生時等において、地域住民等が一時的に避難する必要が生じたときに、 

久喜市が株式会社 C Cube Create の所有する施設の一部を避難施設として使用す

ることについて、必要な事項を定めることを目的とする。 

 

（使用施設） 

第２条 避難施設として使用できる施設は次の施設とする。ただし、次に指定する施 

設の使用が困難な場合、又は、指定する施設以外の施設の使用が必要な場合は、久

喜市及び株式会社 C Cube Create が協議するものとする。 

 （１）所 在 地 埼玉県久喜市除堀１３８０ 

 （２）施設名称 コア ヴィレッジ 

 （３）避難施設 体育館等  

２ 久喜市は、前項に定める施設が指定避難所であることを地域住民に周知するため、 

必要な措置を講じるものとする。 

 

（避難施設の開設） 

第３条 久喜市は、災害発生時等において必要と認めたときは、避難施設の開設を行

う。  

２ 久喜市は、避難施設を使用する際、事前に株式会社 C Cube Create にその旨を文

書で通知するものとする。なお、施設の使用に緊急を要する時はこの限りではない

が、速やかに施設を使用した旨を通知するものとする。 

 

（避難施設の管理） 

第４条 避難施設の管理運営は、久喜市の責任において行うものとする。 

２ 株式会社 C Cube Create は、避難施設の管理運営について、久喜市に協力するも

のとする。 

３ 株式会社 C Cube Create は、地域住民等が当該施設に避難した際に発生した事

故等に関して、株式会社 C Cube Create の責に帰すべき事項を除き、一切その責務

を負わないものとする。 



（避難施設業務時間外の対応） 

第５条 避難施設業務時間外に災害が発生した場合、久喜市は、避難施設を開錠した

うえで避難施設の開設を行う。 

 

（鍵の管理） 

第６条 株式会社 C Cube Create は、久喜市と協議のうえ、避難施設の開設に必要な

施設の鍵をあらかじめ複製し、久喜市にその管理を委託する。 

２ 久喜市は、管理を委託された鍵を避難施設開設に備え補完するものとし、避難施

設開設以外の目的に使用してはならない。 

３ 久喜市は、管理を委託された鍵を紛失・破損した場合、必要費用の支出を行う。 

４ 株式会社 C Cube Create は、避難施設の鍵を変更した場合は、直ちに久喜市に連

絡し、鍵の交換を行わなければならない。 

 

（使用期間） 

第７条 避難施設の使用期間は、災害発生時等から７日以内とする。ただし、災害状 

況により、使用期間を延長する必要がある場合、久喜市は、株式会社 C Cube Create

と協議の上、延長することができる。 

２ 久喜市は、株式会社 C Cube Create が早期に本来の活動を再開できるよう配慮

するとともに、当該避難施設の早期解消に努めるものとする。 

 

（避難施設の閉鎖） 

第８条 久喜市は、避難施設としての使用を終了する際は、株式会社 C Cube Create

に避難施設を閉鎖する旨を文書で提出し、速やかに施設を株式会社 C Cube Create

に引き渡すものとする。 

２ 避難施設として使用された場合の施設の破損・汚損について、久喜市は現状復旧

する義務を負う。 

 

（使用料） 

第９条 避難施設の使用料は無料とする。ただし、使用施設等の物品に破損又は紛失

等が生じたときは、久喜市が復旧に係る費用を負担するものとする。 

 

（施設の廃止または変更等の届出） 

第１０条 株式会社 C Cube Create は、避難施設を廃止し、又は改築その他事由によ

り施設の現状に重要な変更を加えようとするときは、災害対策基本法第４９条の５

の規定に基づき、久喜市に届出を行い、必要に応じて久喜市および株式会社 C Cube 

Create の協議により協定内容を変更する。 

 



 （連絡窓口） 

第１１条 久喜市及び株式会社 C Cube Create は、災害発生時等に即応するための

連絡体制を相互に整えるほか、連絡体制表を作成するものとする。 

２ 前項の連絡体制表に変更が生じた場合は、その都度修正するものとする。 

 

（有効期間） 

第１２条 この協定の有効期間は、協定締結以後、１０年を迎える日の属する年度末

とする。ただし、有効期間満了日の１か月前までに久喜市又は株式会社 C Cube 

Create いずれからも更新に関する申し出がないときは、本協定は更に１年間延長

されるものとし、以降も同様とする。 

 

（その他） 

第１３条 株式会社 C Cube Create は、本所有敷地内に設置してある久喜市所有の

防災備蓄倉庫について、防災備蓄品等の管理を目的として、久喜市の入場を許可す

る。 

２ この協定に定めのない事項、又はこの協定に関して疑義が生じた事項については、

その都度、久喜市および株式会社 C Cube Create が協議して定めるものとする。 

この協定の締結を証するため、本協定書２通を作成し、双方記名押印のうえ、各自

１通を所持する。 

 

 

令和５年２月１日 
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久喜市 
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